
（内訳）

■ アンケートの回収状況（10月31日現在）

10月26日（日） 天白公園―天白区民まつり（11：00～13：00）

・ポスティングによるアンケート

名古屋市内2,000戸へのポスティングを行いました。公正な調査になるように、市内全域の地図上に網の
目を作って、2,000戸を選びました。瑞穂区・緑区・天白区の3区で1,000戸、残りの13区で1,000戸へア
ンケート調査用紙をポスティングしました。

3区（穂区・緑区・天白区） 1,000戸（10月2日～19日）

13区（瑞穂区・緑区・天白区を除く） 1,000戸（10月5日～23日）

10月25日（土） 栄 三越東角（13：00～15：00）

・アンケート用紙にはナンバーを打ち、調査日や地域が判別できるようにしたものを所定の用紙としました。

4）アンケートの方法

・街頭アンケート

9月27日（土）・28日（日） 栄 三越東角（12：00～13：30）

10月4日（土）・5日（日） 天白学習ｾﾝﾀｰまつり （11：00～13：30）

10月11日（土） 平針 駅前（16：30～18：00）

10月12日（日） 東山公園 駅前（13：00～15：00）

10月15日（水） 原 駅前（15：00～16：30）

10月17日（金） 瑞穂区 雁道商店街（10：00～14：00）

10月18日（土） 緑区 徳重 駅前（13：30～15：30）

10月19日（日） 八事 駅前（13：30～15：30）

・調査に際しては、資料として、「概要・経緯」と「双方の意見」を添付しました。

■ 目的

名古屋市の都市計画緑地である「相生山緑地」を横切る「市道弥富相生山線」の建設工事に関して、市民・住
民の意向が是か非かを知ることを目的にしました。

■ アンケートの方法・内容

1）アンケートの期間

・9月27日（土）～10月31日（金）

2）アンケートの対象範囲と対象年齢

・アンケートの対象地域を名古屋市全域とし、瑞穂区・緑区・天白区を重点地域にしました。

「相生山緑地」は名古屋市の都市計画緑地であり、名古屋市全域の市民に親しまれています。故に、この
緑地を横切る道路建設は全市的な問題であると考えました。3区を重点的に調査したのは、①相生山緑
地が天白区にあること②「市道弥富相生山線」は瑞穂区の緑ヶ岡から天白区の久方までの区間であるこ
と③緑区は相生山緑地に隣接していることから、市道弥富相生山線の建設が3区の生活環境に影響を及
ぼすと予想されるからです。

・アンケートの対象年齢を10代以上としました。

3）アンケートの内容

・質問1・2・3では、現在、問題になっていることが認知されているかどうかを尋ねました。質問4では「道路建
設継続」か「中止して緑地にする」かの二者択一とし、その理由を10項目の選択肢から選ぶようにしました。
理由が選択肢にない場合は「その他」の欄に記入する形式にしました。また、自由に意見を書く欄を作りまし
た。

・総回収数；1,110（名古屋市民 1,058）

ポスティングによるアンケート 294（3区-183､13区-111）

街頭アンケート 816（名古屋市民 779）

＊11/10現在；327（3区-199、13区-128）

全市 1,058人

3区 648人

天白区 377人


